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1．　 ま え が き

　近年， 大都市周辺 の 開発が進み ， 比較的地盤 の 悪 い 沿岸

地帯 に も都市機能 が 移 りつ つ あ る 。 そ れ に伴 い 交 通 網 の 整

備が進 め られ ， 航路，河川 お よ び運河 を交差す る 部分 に は

大規模 な橋 梁 が建 設 され て い る 。横浜 に お い て も，世界最

大級の 斜張橋とな る 横浜 港横断橋（通称横浜 ベ イ ブ リ ッ ジ）

の 建設が進 め られ て い る。架橋地点 は横浜港内 で あり，軟

弱層 が 厚 く堆積 し， しか も支持層 は 起伏 に 富 ん で お り，橋

梁基礎 の 構築に と っ て は極 め て条件の 悪い 揚所で あ る
。

　本文 で は，地 盤 の 悪 い 場所 に大規模海中橋梁基礎を建設

して い る 例 と し て 横浜港横断橋を取 り上 げ ， そ の 計画 ， 調

査 設計お よび施工 に つ い て 紹介す る 。

2． 計　画

　 2．1　位　置

　横浜港横断橋 は 図
一 1に示す よ うに ， 東京湾環状道路 の

一部を構成す る と共 に 横浜市高速道路網 お よ び 首都高速道

路網 の
一

部を も構成 し，横浜港 の 本牧 ふ 頭 と大黒 ふ 頭を結

び，国 際航 路 を跨 ぐ主 要 な構造物 で あ る 。東京湾環状道路

は ， 東京湾 を取 り巻 く神奈川 県 ，東京都，千葉県 の 湾岸線

沿 い に主 と して 埋 立地 を連ね な が ら ， 神奈川県横須賀市か

ら横 浜 市 ， 東京都 ， 千葉市 を経 て 富津市 に至 る 延 長 約 160

km の 「東京湾岸道路 」 と ， 浦賀水道を横断 し て 横須賀市

と富津市を連絡す る 延 長約 10km の 「湾 口 部横断道路」，お

よ び東京湾 の 中央部 で 川崎市 と木更津を結ぶ 延 長約15km

の
「東京湾横断道路」 の 3 つ の 部分 か らな る東京湾 を取 り

囲 む 8 字形 の 道路 で あ り，東京外郭環 状道 路 お よび 東 関 東

自動車道等に 連係 して 全国的 な幹線道路網を構成す る と と

もに ， 首都圏に お け る基幹的 な道路網 の 中核とな る路線で

あ る 。

　2．2 構造規格および設計諸元

　横浜港横断橋 の 構造規格お よ び 設計諸元 は 下記 の よ うで

あ る。

　  　道路規格 ： 上路　第 2 種 1級

　　　　　　　 下路　第3 種 1級

　  　車 線 数 ： 上路　6 車線

章
首都 高速 道路公 団神奈 川 建設局籏浜港 横断橋 工 事事務所 　所 長

林 首都 高速道路公 団神奈川建設局設計課 　誤長 補佐

　　　　　　　下路　 6 車線

  　設計速度 ： 80km ！h〜100　km ！h

  　設計荷重 ； TL − 20〜TT − 43

  　橋 の 等級 ： 1 等橋

  　橋　　長 ：860m

  支 間 割 ： 200m ＋ 460n ・＋ 200m

  　橋　　種 ： 上 部工 　3 径間連続 トラ ス 斜張襦 （鋼床

　　　　　　　　　　 版 ダブル デ ッ キ形式）

　　　　　　 下 部 工 　多柱基礎

横浜港横断橋 の 全体一般図 を図一2 に 示 す。

3． 調 　査

September．1986

　3．1 調査経緯

　横浜港横断橋 の 調査 は ，昭 和37年度 か ら東京湾環状道路

の
一

環 と して 建設省 に お い て 始 め られ て い る。横浜港横断

橋 の 着工 まで の 経緯 は 下 記 の よ うで あ る。

　  　昭和 37年　東京湾環状道路 の 調 査開始

　  昭和39年 横浜市港湾局 を中心 に横浜港横断橋 の 調

　　　　　　　 査開始

　  　昭和44年　建設省 が 横 浜 市 よ り調査資料 を引 き継ぎ，

　　　　　　　 調査開始

　  　昭和47年　建設省 に お い て 斜張橋 と して 技術検討開

　　　　　　　 始

　  　昭和52年　都市計画決 定

　  　昭和54年　首都高速道路公団に基本計画 の 指示

　　　　　　　 首都高速道路 公 団 が建 設 省 よ り引き継 ぐ

　  昭和55年 工事着工

　3．2　調査内容

調査 と して は，経済調査 の よ うに 道路網 と して 実施す る

もの を含め，下 記 に 示 す種 々 な内容 の 調査 を実施 し て い る 。

　  　経済調 査 （道 路網 の
一

環）

　  　自然条件調査 （気象 ， 海象，地震 お よ び 船舶航行）

　  　地質調 査 （実施 した ボーリ ン グ本数40本）

　  　測量調 査

  　路線調査

　  　上部 工 設計調査 （上 部 工 の 比較検討）

　  　下部 工 設計調 査 （下部 工 の 比較検討）

　  　施工 調査 （ア
ーム 式水 中掘削機 の 開発）

　  　環境影響調査
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　　 図一3 地質縦断図

　 3．3 地質調 査

　橋梁下部工 ， 特に基礎構造形式 の 選定 の 際 に ， 更 に は 基

礎構造物の 設計お よび 施 工 の 際に，地質条件が重要 な項 目

と な る こ と か ら， 架橋地点 の 地質調査 の 結果 に つ い て述 べ

る。

　調査地域 の 地盤 の 概要 図 を図
一 3 に 示 す。調査地域 の 地

形 は水深11m 〜13m で 平たん な地形で あ る。また ，地盤 は

新第三 紀 の 上総 （かずさ）層群を基盤 と して い る 。 そ の 基

盤 上 か ら海 底 面 ま で は ， 基 盤 の 上 総層群 を不 整合で 覆 う内

湾性堆積か らな る屏風 ケ浦 （び ょ うぶ が うら）層や下末吉

（し もすえ よ し）層 の 洪積世 と，最後 の 氷期 が 終 わ り洪積

世か ら沖積世に 移 り変わ る 時期 の 気候 の 温暖化 に よ る 大規

模な海進 （有楽町海進）に よ っ て もた ら された有楽町層 の

厚い 粘土 か らな る 。

　各地質の 特徴 は 下記 の とお りで あ る 。

　ω　沖積粘土層

　 i） 上部粘土層

　　　シ ル トお よ び粘土 が主体 となっ て お り， 細粒分 の 含

　　有率 は80％o 以上を示 し て い る 。 N 値 は 0 〜3 ， お よび

　　一
軸圧 縮強度 9u は O．4kgf！cm2 〜0．6kgf ！cm2 とい う

　　よ うな極め て軟弱 な粘性土 で ， 層厚30m〜341nを有 し

　 　 て い る。

　n） 下部粘土層

　　　シ ル トお よ び粘土 が 主体をな し ， そ の ほ か 腐食土お

Seめtembo1 ．1986

　　 よ ぴ 砂 を含 み，か な り不均一な層相を呈 して い る。N

　　値は シ ル トお よ び粘土 の 部分で 6〜9程度， 砂分を含

　　む と15程度を示 して い る 。

　12） 固結シ ル ト層

　本層 は ， 調査地域 の 基盤 と な る第三 紀 上 総層群 に属 し，

N 値は 50，一
軸圧縮強度 gu は 15　kgf！cm2 〜50　kgf！cm2 の

広範囲に 分布 し ， 高圧三 軸試験 に よ る 粘着力 c は 13kgfl

cm2 〜28　kgf！cIn2 お よび 内部摩擦力 φは 0°〜12°

の 範囲 に

分布 して い る。ま た，深 さ は T ．P．− 40m 〜TP ．　− 6sm とい

うよ うに層上面 は起伏に富ん で い る 。 た だ し，層上部2m

〜3m は風化 に よ りか な り軟質化し て い る 。

4， 橋梁形式の 選定

　 4．1 橋　梁

　前述 した よ うな多岐に わ た る調査 に 基づ い て ， 横浜航路

横断方式の 検討を行っ て い る 。 まず横断方法と して橋梁案

と沈埋 トン ネル 案が 考 え られ る。橋梁案は沈埋 トン ネ ル 案

に 比 して

　   　横浜航路横断部 の ア プ ロ
ー

チ （本牧ふ 頭お よび大黒

　　ふ 頭）の 土地利用 を 阻 害す る 割合 が 低 い。

　  　工事費お よ び維持費等が安い
。

とい う特徴が あ り，航路横断方法 と して 橋梁案を採用 して

い る 。
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図
一4　比 較検討の 対象基礎形式

　 4．2　斜張橋

　橋梁案 の うち上部構造 に っ い て は，航路幅 400m を跨 ぐ

た め に 長大 ス パ ン と なる こ とか ら， 対象とな る上部構造形

式 と して ゲル バ ートラ ス 橋案，吊橋案お よ び斜張橋案が考

え られ る 。 3形式案 の 比 較検討 の 結果 ，

　   　斜張橋案 が最 も鋼重 が 少 ない 。

　  　路面計画高 は ゲル バ ー
ト ラ ス 橋案 に 比べ て ，吊橋案

　　お よ び斜張橋案 の 方 が約10皿 低 くなる 。

　  　吊橋案にす る とケーブル ァ ン カ レ イ ジ が必 要に な り，

　　ア プ ロ
ーチ 部 の 高度 な 土 地 利 用 が 阻害 され る 。

　  　横浜港 の 景観保護上 ， ゲル バ ートラ ス 形式 よ りもス

　　 レ ン ダ
ーな 吊橋案お よ び 斜張橋案 の 方 が 優れ て い る。

　  　斜張橋 は ゲ ル バ ー
ト ラ ス 橋案 お よ び 吊橋案と異 な り，

　　長大 ス パ ン の 施工 実績 は な い が，技術的 に は 可能 で あ

　 　 る。

　以上 の こ とを総合的 に 勘案 して ， 上部構造形式 と して 斜

張橋案を採用して い る 。

　4．3 多柱基礎

　前述 した よ うに ， 架橋地点 は 厳 しい 地形および地質条件

の も と に ある 。 す な わ ち

　  永深 が 11m 〜13皿 と深 い 。

　  　基礎 の 支持層 と な る 固結 シ ル ト層 は，海底面下 27m

58

　　〜52m とい うよ うに深 く， しか も層上面 は起伏が激し

　　 く最大 1 ：2 の 傾斜 が あ る 。

　 ま た架橋地点は横浜国際航路 に隣接し ， 大型船舶 の 航行

が非常に多く（1 日 平均約 800 隻）， 施工 条件と し て も厳 し

い
。 すな わ ち施 工 時 に は ，

　   　航路 占用区域

　   　航路占用期間

の 厳 し い 制限 が課 せ られ て い る 。

　以 上 の よ うな条件を克服 す る と と もに経済的な 下部工，

特 に 基礎構造の 形 式 を 選 定す る 必 要 が あ る。検討対象 と し

た大規模基礎構造形式を図
一 4 に 示す 。 なお ， こ の ほ か に

水中基礎 と して 多く採用 され て い る 鋼管矢板基礎 に つ い て

も検討 し た が，本橋 ぐ らい に 大規模 な基礎 と な る と
， そ の

直径 も60m 程度 となる 。 長 さに 対 し て 直径 の 大きい 鋼管矢

板基礎や，大きな水平力 を受 け る鋼管矢板基礎は ， 載荷試

験 に よ り設計法との 対応が な され て い る比較的小規模な鋼

管矢板基礎よ り不明 な 点が多 い こ とか ら， 検討対象基礎か

ら除外 して い る 。 図一4 に示す基礎形式の うち，形式 A ，

C は基礎 の 平面形状が 大 きくな り過 ぎ不経済となる こ と，

形式 B は近接ケー
ソ ン 施工 に よ る 相 互 干渉 ， ア

ー
ス ア ン カ

ー
の 耐久性 の 面 で 不明 な こ と，ま た，形式 D は 圧 気 ケーソ

ン 内で の リバ ー
ス 杭 の 施工 法 お よび リバ ース 杭施工 中の 圧

土 と基…随 　34− 9 （344）
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気 ケー一ソ ン の 固定法などに 困難な点 が あ る こ と等 に よ り詳

細 な 検討 か ら除外 して い る。

　図一 4 の 形式 E
，

F お よび G ，す な わ ち多柱基礎，鋼製

ドーム ドケー
ソ ン 基礎 お よび 円形直接基礎 につ い て，詳細

な 設計 お よ び 施工 法 の 検討を行 っ て い る。以下，各 基 礎形

式 の 概略 の 施工 法 お よび そ の 特徴を述 べ る。

　（1） 多柱基礎

　 i） 施工 法

　　　あ らか じ め製作され た フ
ーチ ン グの 外枠 （バ ージ と

　　称す） を海上 足場と して 使用 し，ケーソ ン を建 て 込 み

　　海上部 で バ ージ とケー
ソ ン 頂部を連結 し て一体の 基礎

　　構造 とす る。

　 i） 長所

　  バ ー
ジを作業台 と して使える の で 特別 の 締切 りが 不

　　要 で あ る。

　   支持層上面 の 傾斜 に対処 し易 い 。

　  プ レ キ ャ ス ト工法を組み合わ せ る こ と に よ っ て ， 海

　　上工 期が短 くな る 。

　  ほ か の 基礎形式 に 比 べ て 基礎自重 n：il・さ い 。

　 fi） 短所

　   　 ケ
ー

ソ ン に 比べ 柔構造 で あ り耐震上 の 配慮 が 必要 で

　 　 あ る。

　  　バ
ー

ジ と多柱基礎頭部の 連結部に応力集中の 発生が

　　予想 され ， こ れ に対す る 配慮 が 必 要 で あ る 。

　  支持層内 に ケ
ー

ソ ン を貫入 させ る た め に ， 大型掘削

　　機 の 開発が必要 とな る。

　（2） 鋼製 ドーム ドケーソ ン 基礎

　 i） 施工 法

　　　架橋地点 は 水深 が深 くか つ 軟弱層 が 厚 い の で ， 通常

　　 の ニ ュ
ー

マ チ ッ ク ケ
ー

ソ ン で は作業気圧 が 大きくなり，

　　施 工 不可能 で あ る。本 工 法 は ケ
ー

ソ ン 頂部 に ， 各部屋

　　 ご と に 半球状 の ドーム を取 り付 け，シ リ ン ダー内 の 気

　　圧 を調整す る こ とに よ リケーソ ン の 沈下 お よ び傾斜制

　　御を しな が ら，オ ープ ン で ケー
ソ ン 内 を掘削 し，所定

　　の 位置 に ケー
ソ ン を設置す る。

　 il＞ 長所

　  多柱基礎 に 比 べ て 設計法が明確で あ る。

　   　 オ
ープ ン ケ

ー
ソ ン に 比 べ て ， 沈下制御 が 確実 で あ る 。

　 il） 短所

　   　大型 ケーソ ン を沈設 す る こ とに よ り，ド
ー

ム 数 が 多

　　い た め，気圧 調整 シ ス テ ム の 開発が 必 要 と な る 。

　  　支持層 の 傾斜に よ り沈下中の ケーソ ン が傾斜 しな い

　　 よ うに地 盤 を改良 して 平 た ん に す る 必 要 が あ る 。

　  ケー
ソ ン 刃 口 下 の 掘削に新 しい 掘削機 の 開発 が必要

　　で あ る 。

　   　鋼製外枠 を使用す る の で 経済的 に 不利 で あ る。

　（3） 円形直接基礎

　 i） 施工 法
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　　　リバ ー
ス 工 法で 掘削 し た後 ， 鋼管矢板を建 て 込み ，

　　モ ル タ ル を流 し 込 み ，鋼管に よ る 1 次の 締切 り壁を完

　　成 させ る。更 に締切 り内 を掘削 し な が ら ， 逆巻 き工 法

　　で コ ン ク リ
ー

ト壁 を鋼管 と
一

体 に構築 し，所定 の 位置

　　 ま で 掘削 して最終仮締切 り壁 を完成 させ る。そ の 後仮

　　締切 り内 で 直接基礎を構築 す る。

　 il） 長所

　   　直接基 礎 で ， 設計 法 が 明 確 で あ る 。

　  　基礎底面 の 施 工 が気 中 で確実 に行え る 。

　  　在来 の 工 法 で 施 工 が 可能で あ っ て ，新しい 機械 の 開

　　発 が不要 で あ る。

　   　支持層 の 傾斜 に 自由 に 対処 で きる。

　 fi） 短所

　  　円形基礎 で 設計上 平面 寸法が大 き くな る 。

　  仮締切 り内部を掘削す る と きは ， 作業員が孔底 に い

　　る の で ， 底面地盤 か ら の 湧水お よび底面地盤の 崩壊に

　　対 して ，格別 の 配慮 が 必 要で あ る 。

　  　すべ て が現場作業 なの で ， 工 期 が長 くな る 。

　 以 上 の 検討結果 か ら，多柱基礎 が最 も経済的 で あ り，施

工 上 も問題が少 な い の で ， 本橋梁の 基礎形式 と して採用 し

て い る。

5． 設　計

　 5．1 設 計方 法

　多柱基礎の 設計は，柱と フ ーチ ン グの 変形 を考慮す る た

め に ， 立体 フ レ
ーム モ デル に よ る静的 な弾性解析を 行 っ て

い る。地震時 の 沖積粘性 土 の 影響 に つ い て は，三 角形 の 変

位分布 に地震 ばね定数を乗 じ た水平力 と し て作用 させ て い

る．また，地震時 の 地盤支持条件 と して は ， 弾性 ば ね を用

い て 部材断面力お よび 地盤反力 を算出 し て ， 別途 決 め て い

る 許容値と比較し許容値内 に あ る こ とを確認 し て い る 。 特

に ， 安定条件 の 照査 を必 要 と す る ケ
ー

ス に つ い て は 平面 フ

レ ーム に よる 弾塑性解析を行 っ て い る 。

　 5．2 地盤定数

設計計算をす る 揚合，前述 の 土質調査に お い て 実施 して

い る原位置試験 お よ び サ ン プ リ ン グ試料 に よ る 土質試験 か

ら得 られ た土質定数を総合的 に判断 し， 例 え ば表
一 1に示

す よ うに架橋地点 の 地盤定数 を設定 して ，設計計算 を し て

表一1 地盤定数 （本 牧側主塔 基礎 ）

地 層 蠱糯 い勵 …剣
内
轡

角

階翳
一海　 　　 　 水

T ．P ，−14．0

』27一PT04

0「PT54

06

51層
0賍撃

上
P鞭 0

沖積下部粘土層
T ．P，−67，01 ．5 8．5 0

蜘

4560

　 　 　 　 　 　

固 結 シ ル ト 層 1　 1．8 120 ・ 1・5。・・
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い る。

　 5．3　支 持 力

　本橋の 基礎形式 は多柱基礎で あ る た め ，多柱 の 各柱を構

成 して い る ケーソ ン 底面 に作用 す る荷重 が大 き くな り，地

盤 の 支持力 お よ び 変形特性 を求 め る こ と が重 要 と な る。支

持層 で ある 固結 シ ル ト層 の
， よ り真実 に 近 い 地盤特性 を得

る 目的 で ，比較的地表面 よ り浅 い 所 に支持地盤同質の 固結

シ ル ト層 が現 れ る 揚所を架橋近 辺 に選 定 し ， 直接載荷試験

を行 っ て い る。長期支持力 を降伏荷重 の 112 お よび 破壊荷

重 の 113 の 小 さい 方 とし た 場合，直接載荷試験 の 結果 ， 長

期支持力 は 225 碑 ln2〜366　tf！mi2 の 範囲で 得 ら れ て い る。

こ の 支持力 の 値は，載荷幅お よ び根入れ深 さ が 実際 の 基礎

の 条件 とは異な る の で ，そ の まま適用 で きな い。本橋 の 設

計 で は ，根入 れ 効果 が あ る 程度期待 で き る こ とか ら，常時

の 許容支持力 （長期支持力 と同様） と し て 250　tf！m2 を採

用 して い る。

6． 施　工

　横浜港横断橋にお け る多柱基礎 工 法 の 大 きな 2 っ の 特徴

は ，　
“
部材 の プ レ キ ャ ス ト化

”
お よび

“
ア
ーム 式水中掘削

機 の 実用化
”

に あ る 。 そ の うち の
一

つ ，

‘‘
部材 の プ レ キ ャ

ス ト化 とは，フ
ー

チ ン グ部 の バ ージ （コ ン ク リ
ー

トバ ージ

と称 す）お よ び ケ
ー

ソ ン の 第 1 ブ ロ ッ ク （プ レ キ ャ ス トケ

ー
ソ ン と も称す）を指 して い る 。プ レ キ ャ ス ト化を採用 し

  コ ン クリ
ートバ ージ製U？− 」U，za上 F’ックヤ

ー
ド）

  コ ン クリートバ ージ曳航

パ ラス ト水　　引込み 用ウインチ

．鼻
畢

L覧蓋：「｛（：製1

ム

蚰 吾

 

難雛瀛 、。， 1i
　　’

，
　

　 　 　
一

　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　T

T．P．−9．〔lo
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TP．司 io冂

辱

バ ー
ジ

仮支持杭

、

号

．ケ
ー

ソン ヤ
ード工享

　　　
　 　 　

鳶

  ケ
ーソ ン構築・沈設工および［1t水11：

＼
桟橋

中掘削守 圧入冫　　　　　　　　大Ll径水中掘肖1

　クラム ン ェ ル掘削　　　　　　　　　　　　　　
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
エ アリフ トξ
パ イプ　暴

，尋 】1
寄

ヒ

．「 T．

，尸宀　．

止水

1

厂 名 z

土丹層

⇒

図一一5 多柱 基礎施工 順序
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た の は，架橋地点が 横 浜 航路 に 隣接 した狭 い 作 業 海域 で あ

る こ と，お よび海上工 事の 施工 期間の 短縮を配慮し た た め

で あ る 。 本橋 の 基礎に あ た っ て の も う一つ の 特徴 で あ る ア

ーム 式 水 中掘 削機 の 実 用 化 に つ い て は ， 既 に報告
1）

され て

い る 。

　本橋 の 多柱基礎施工 順序 を図
一5 に示す。すなわ ち コ ン

ク リ
ー

トバ ージ （主塔基礎 2 基 ：形状寸法 は56皿 × 54m ×

12皿 ，端部基礎 2 基 ：形状寸法 は54mx34m × 12m）は ，

図
一 1に示す陸上 ドッ ク ヤ

ー
ドで そ の 70％を製作 ， 架橋地

点へ 曳 （え い ）航後， 海上 で 残 りの 部分を製作 し ， 完成後

仮支持杭上 に設置す る 。 設置 した コ ン ク リ
ートバ ージ は ，

各種工 事の 作業足揚，ケー
ソ ン 沈設用 の 定規，ケ

ー
ソ ン 沈

設時 の 押込 み 荷重 の た め の 反力架台，お よ び フ
ー

チ ン グ コ

ン ク リ
ー

ト打設時 の 型枠とい うよ うに 多日的構造物 となる．

更 に 最終的 に は フ ーチ ン グ本体の 一部と して 設計上考慮 し

て い る。

　一方 コ ン ク リ
ートケ

ー
ソ ン （径 10m ，厚 さ 1．5m ，長 さ

47m 〜75m ，主塔基礎 9 本 1 基，端部基礎 6 本 1 基，計30

本） につ い て は，第 1 ブ ロ ッ ク （高さ27， 重量 2700tf）を

や は り図
一 1 に 示 す陸上 ヤードで 製作後 ，

3　OOO　tf　M 起重

機船で運搬 し，
コ ン ク リ

ートバ ージ内 の 所定位置に据 え付

け る。据付け後の ケー
ソ ン に，現場 で 5m ご と の ロ ッ ドを

構築 し て 継 ぎ足 し， 掘削そ し て 圧 入 とい う
一

連 の 作業を繰

り返す こ と に より所定 の 深 さまで ケーソ ン を沈設する。掘

削 に っ い て は，上層 の 粘土層 は ク ラ ム シ ェ ル を使用す る が ，

支持層の 固結シ ル ト層は ， 新た に本工事 の た め に 開発 され

た アーム 式水中掘削機を使用す る 。 ケーソ ン を所定位置に

沈設 した後 ， ケーソ ン 内に ， ケー
ソ ン の 支持層内 に貫入 し

て い る長 さ と同程度 ， す な わち15m 程度中詰 め コ ン ク リ
ー

トを打設 し ， ま た ， ケー
ソ ン 沈設促進 の た め に 設置 し た フ

リ クシ ョ ン カ ッ トに よ り生 じ た ケ
ー

ソ ン と地盤 （支持層 と

な る 固結 シ ル ト層） と の すき間 に グ ラ ウ トを注入す る。そ

の 後，ケー
ソ ン 頂部 とコ ン ク リ

ー
トバ ージ底版開 口部 の す

き間 に止 水用 コ ン ク リー ト （高分子 系混和剤を添加 した 水

中 コ ン ク リ
ー

ト）を打設 して 止 水 し ，
コ ン ク リートバ ージ

内を排水後，中詰 め コ ン ク リ
ー

トを施工 して 多柱基礎は完

成する
。

　現在 （昭和61年5 月31目）， 本 工事は ケ
ー

ソ ン 30 本 の 内

28本を所定の 位置ま で 沈設完 了 し，コ ン ク リートバ ージ 内

へ 中詰 め コ ン ク リ
ー

ト打設 を開始し て い る 。 今秋に は斜張

橋主塔 の ア ン カ
ー

フ レ ーム を フ
ー

チ ン グ内 へ 吊 り込 む予 定

で ある。ロ 絵写 真一8お よ び 口 絵 写 真一 9 に は ， 既 に完了

して い る コ ン ク リートバ ージ の 曳航お よ び ケー
ソ ン 第 1プ

ロ ツ クの 吊込 み 状況 を 示 す。

7．　 あ と が き

　深 い 軟弱地盤中 へ の 大規模海 中橋梁基礎 の 例と して，横

浜港横断橋基礎工 事を紹介 して き た 。 本橋基礎工事も既 に

5年余を経過 し，

一年余を残 し上部工 事 に引き継 が れ よ う

と して い る 。 大規模 な海洋工 事 に もか か わ らず，本工 事 は

現在 まで ， 幸 い に も順調 に進捗 し，無事故，無災害 を続け

て い る。こ れも本工 事 に参加 して い る多くの 方々 の 並 k な

らぬ 努力 の 賜物で あ り ， 敬意 を表す る と と もに ，
い ずれ 港

ヨ コ ハ マ の シ ン ボル とな る で あ ろ う横浜港横断橋の 雄姿を

頭 に描き な が ら．本稿を閉 じ た い 。
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